
国　 労　 東　 京（１）2006年９月５日（毎月５日発行） No. 1678
昭和29年10月22日
第三種郵便物認可（ ）

組合員の購読料は 
組合費に含まれます 

 
  No. 1678

国 

労 

加 

入 

を 

大
胆
に
訴
え
よ
う 

定 価 
1 5円 

荒川区西日暮里2－55－1 
国鉄労組東京地方本部 
発行責任者　阿部　力 
編集責任者　宮　浩則 

2 0 0 6 年  

9 月 5 日  

エ
ー
ル
交
換
と
な
る
、
建
交
労
佐
藤
陵
一
委
員
長
と

国
鉄
共
闘
二
瓶
久
勝
議
長
か
ら
連
帯
挨
拶
を
受
け
て

き
た
。

「
解
決
を
迫
る
」
態
勢
が
整
い
、
国
労
内
部
の
大

同
団
結
が
全
国
大
会
・
東
日
本
本
部
大
会
で
確
認
さ

れ
た
。
弁
護
団
を
含
め
、
時
効
を
に
ら
ん
だ
訴
訟
準

備
も
進
め
ら
れ
て
い
る
。

二
〇
年
間
に
わ
た
る
苦
闘
。
Ｊ
Ｒ
発
足
の
年
に
生

ま
れ
た
子
供
た
ち
は
来
年
、
成
人
と
な
る
。
す
で
に

三
四
名
の
闘
争
団
組
合
員
が
、
解
決
を
見
る
こ
と
な

く
他
界
し
て
い
る
。

一
日
も
早
い
解
決
は
論
を
待
た
な
い
。

あ
と
は
運
動
に
一
層
の
厚
み
を
加
え
る
地
方
段
階

の
取
り
組
み
強
化
を
、
い
か
に
私
た
ち
が
作
り
出
し

て
い
く
か
が
大
き
な
ポ
イ
ン
ト
と
な
る
。

東
京
地
方
本
部
に
結
集
す
る
各
級
機
関
・
全
組
合

員
が
、
今
日
の
情
勢
を
つ
か
む
総
学
習
を
展
開
し
、

職
場
・
分
会
段
階
か
ら
議
論
と
行
動
を
創
る
こ
と
を

強
く
要
請
す
る
。

と
年
末
ま
で
の
取
組
み
を
強
化
し
、
今
年
二
月
一
六

日
の
集
会
で
は
一
〇
四
七
名
連
絡
会
の
結
成
、
四
・

四
集
会
そ
し
て
六
・
一
六
集
会
と
つ
な
ぎ
、
七
月
一

四
日
に
は
関
係
当
事
者
が
そ
ろ
っ
て
、
国
土
交
通
省

へ
の
申
し
入
れ
と
和
解
へ
の
決
意
を
表
明
し
て
き
た
。

七
月
二
〇
日
に
は
闘
争
団
全
国
連
絡
会
議
の
全
国

会
ま
で
を
「
第
二
ゾ
ー
ン
」
と
位
置
付
け
取
組
み
を

継
続
し
て
い
る
。
各
級
機
関
が
改
め
て
拡
大
の
取
り

組
み
を
日
常
的
な
も
の
に
し
、
組
織
拡
大
に
向
け
た

職
場
集
会
、
リ
ス
ト
ア
ッ
プ
、
そ
し
て
受
け
入
れ
る

た
め
の
分
会
活
動
活
性
化
を
目
指
す
議
論
を
巻
き
起

こ
し
て
欲
し
い
。

具
体
的
に
は
、
①
執
行
委
員
会
や
職
場
集
会
で
必

ず
組
織
拡
大
の
議
論
を
す
る
。
②
守
る
、
守
れ
な
い

な
ど
の
議
論
で
な
く
、
積
極
的
に
取
り
組
む
。
③
拡

大
し
た
仲
間
の
同
期
な
ど
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
大
切

に
す
る
。
④
は
っ
き
り
「
国
労
に
加
入
し
な
い
か
」

と
躊
躇
せ
ず
話
し
か
け
る
。
⑤
今
ま
で
タ
ブ
ー
視
さ

れ
た
運
転
職
場
で
も
積
極
的
に
取
り
組
む
こ
と
が
重

要
と
な
っ
て
い
る
。

出
来
る
事
か
ら
全
力
で
取
り
組
み
、
一
人
で
も
多

く
国
労
に
仲
間
を
迎
え
入
れ
よ
う
。

【
組
織
部
】

た
こ
と
は
記
憶
に
新
し
い
。
二
対
三
と
い
う
裁
判
官

の
僅
差
に
よ
る
判
決
で
あ
っ
た
も
の
の
、
Ｊ
Ｒ
の
使

用
者
責
任
な
し
が
法
的
に
確
定
し
た
。

翌
〇
四
年
六
月
に
Ｉ
Ｌ
Ｏ
第
六
次
勧
告
が
発
せ
ら

れ
た
も
の
の
日
本
政
府
は
勧
告
を
履
行
せ
ず
、
約
二

年
間
、
国
労
内
部
を
含
め
苦
悩
の
取
組
み
を
続
け
ざ

る
を
得
な
か
っ
た
。

私
た
ち
は
、
不
当
労
働
行
為
の
立
証
と
闘
争
団
組

合
員
・
家
族
の
名
誉
回
復
等
を
求
め
る
訴
訟
も
視
野

に
入
れ
つ
つ
、
キ
ャ
ラ
バ
ン
行
動
な
ど
大
衆
行
動
を

展
開
す
る
中
、
闘
争
団
・
Ｊ
Ｒ
組
合
員
の
一
致
団
結

を
追
求
し
続
け
て
き
た
。

こ
の
一
年
間
私
た
ち
は
、
採
用
差
別
事
件
の
解
決

に
向
け
た
情
勢
を
一
つ
ず
つ
切
り
開
い
て
き
た
。
大

き
な
転
機
と
な
っ
た
の
は
、
昨
年
の
第
七
三
回
全
国

大
会
以
降
の
取
組
み
で
あ
る
。

一
部
闘
争
団
と
い
う
形
態
で
あ
っ
た
も
の
の
、
い

わ
ゆ
る
「
鉄
建
公
団
訴
訟
」
判
決
で
昨
年
九
月
、
司

法
の
場
で
初
め
て
、
国
鉄
か
ら
Ｊ
Ｒ
へ
の
採
用
時
に

不
当
労
働
行
為
が
あ
っ
た
こ
と
が
認
め
ら
れ
、
利
息

を
入
れ
一
人
八
六
六
万
円
の
支
払
い
が
命
じ
ら
れ

た
。
更
に
、
最
高
裁
が
明
言
を
避
け
た
不
当
労
働
行

為
の
存
在
と
救
済
、
賠
償
の
提
訴
期
限
（
時
効
）
を
、

最
高
裁
判
決
か
ら
三
年
と
明
ら
か
に
し
た
。

以
降
、
全
国
キ
ャ
ラ
バ
ン
行
動
か
ら
一
一
・
二
九

集
会
を
成
功
さ
せ
、
自
治
体
決
議
獲
得
行
動
の
展
開

七
月
二
七
日
〜
二
八
日
、
静
岡
県
伊
東
市
に
お
い

て
第
七
四
回
定
期
全
国
大
会
が
、
八
月
一
一
日
、
都

内
に
て
第
二
〇
回
東
日
本
本
部
大
会
が
、
そ
れ
ぞ
れ

開
催
さ
れ
た
。

今
年
の
各
級
機
関
大
会
に
お
け
る
最
大
の
獲
得
課

題
は
、
何
と
い
っ
て
も
採
用
差
別
事
件
の
早
期
解
決

に
向
け
た
、
国
労
内
の
団
結
強
化
で
あ
っ
た
。

〇
三
年
一
二
月
、
最
高
裁
が
下
し
た
採
用
差
別
事

件
の
判
決
が
「
Ｊ
Ｒ
に
使
用
者
責
任
は
無
い
」
と
し

今
春
、
新
規
採
用
者
獲
得
に
向
け
た
取
組
み
は
、

各
地
区
本
部
・
支
部
・
分
会
が
そ
れ
ぞ
れ
創
意
工
夫

し
努
力
し
て
き
た
結
果
、
組
合
員
全
体
に
浸
透
し
始

め
た
。

残
念
な
が
ら
拡
大
ま
で
に
至
ら
な
か
っ
た
が
、
拡

大
の
重
要
性
、
意
義
が
伝
わ
る
行
動
と
な
っ
た
。

七
月
一
日
に
開
催
し
た
、
「
第
一
四
回
組
織
拡

大
・
労
働
条
件
改
善
経
験
交
流
集
会
」
に
参
加
し
た

仲
間
の
声
は
、「
拡
大
し
た
分
会
の
報
告
を
聞
い
て

力
が
出
た
」「
国
労
が
拡
大
し
た
お
か
げ
か
、
逆
に

東
労
組
の
分
会
が
活
性
化
し
た
」
な
ど
で
、
参
加
者

ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
「
若
い
仲
間
の
加
入
の
決
意
を
も

っ
と
聞
き
た
い
」「
来
年
の
集
会
ま
で
に
は
何
と
か

拡
大
し
た
い
」
と
、
積
極
的
な
声
が
多
数
見
受
け
ら

れ
た
。

地
方
本
部
は
現
在
、
九
月
一
六
日
の
定
期
地
方
大

幹
事
会
が
開
催
さ
れ
、
三
六
闘
争
団
の
「
解
決
要
求
」

が
確
認
さ
れ
た
。
更
に
、
全
国
大
会
で
は
初
め
て
の

7月1日に開催された「第14回組
織拡大・労働条件改善経験交流
集会」の全体集会

分散会

第74回定期全国大会

東日本本部第20回定期大会
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の
目
的
は
組
織
の
混
乱
』
と
決
め
つ
け
、
署
名
の

撤
回
と
会
の
解
散
を
求
め
た
。
そ
の
後
、
本
部
か

ら
署
名
撤
回
文
書
が
送
り
つ
け
ら
れ
、
役
員
の
執

拗
な
恫
喝
も
行
わ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
署
名
者

名
簿
を
地
方
組
織
に
ば
ら
ま
き
、
署
名
し
た
役
員

八
月
一
日
、
三
四

回
を
数
え
る
国
労
東

京
委
員
長
杯
争
奪
軟

式
野
球
大
会
が
大
井

ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

野
球
場
で
開
催
さ
れ

た
。
暑
過
ぎ
ず
雨
に
も
降
ら
れ
な
い
絶
好
の
コ
ン
デ

ィ
シ
ョ
ン
の
中
、
ベ
ス
ト
四
が
決
ま
っ
た
。
準
決

勝
・
決
勝
戦
は
九
月
一
日
に
開
催
さ
れ
る
。

開
会
式
は
九
時
五
〇
分
か
ら
行
わ
れ
、
前
回
優
勝

の
横
浜
支
部
Ａ
チ
ー
ム
を
先
頭
に
選
手
入
場
。
冒
頭
、

大
会
を
目
前
に
他
界
さ
れ
た
野
地
審
判
員
の
ご
冥
福

を
祈
り
、
参
加
者
全

員
で
黙
祷
を
さ
さ
げ

た
。
そ
の
後
、
宮
�

教
宣
部
長
に
よ
る
開

会
挨
拶
、
阿
部
委
員

長
の
大
会
委
員
長
挨

拶
、
優
勝
旗
返
還
、

準
備
支
部
で
あ
る
新

橋
支
部
・
山
田
委
員

長
挨
拶
、
坂
本
審
判

長
か
ら
の
諸
注
意
、

新
橋
支
部
Ｂ
チ
ー

ム
・
渡
辺
選
手
の
選

手
宣
誓
で
試
合
の
準

備
に
と
り
か
か
っ
た
。

試
合
結
果
は
ト
ー

ナ
メ
ン
ト
表
の
通
り

だ
が
、
昨
年
ベ
ス
ト

四
の
上
野
支
部
と
前

回
優
勝
の
横
浜
支
部

Ａ
チ
ー
ム
が
敗
れ
る

波
乱
が
あ
り
、
新
幹

線
と
新
橋
支
部
Ａ
チ

ー
ム
が
残
っ
た
。

の
専
従
を
認
め
な
い
『
指
令
』
ま
で
発
し
た
」

更
に
「『
週
刊
現
代
』
の
連
載
に
対
し
て
は
何
故

か
お
と
な
し
い
が
、
松
崎
教
祖
を
守
る
た
め
に
す

べ
て
を
犠
牲
に
す
る
現
執
行
部
は
、
言
論
弾
圧
・

粛
清
路
線
、
暴
力
的
恫
喝
行
為
・
規
約
違
反
と
規

約
無
視
・
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
差
別
・
排
除
の
組
織

運
営
を
行
い
、
多
く
の
組
合
員
の
目
に
『
異
常
で

怖
い
組
織
』
と
映
っ
て
い
る
」
と
。

Ｊ
Ｒ
東
労
組
中
原
電
車
区
分
会
の
戸
部
氏
の
発

言
予
定
原
稿
は
、
さ
ら
に
生
々
し
い
不
正
・
疑

惑
・
告
発
を
明
ら
か
に
し
た
。

①
　
鶴
見
線
営
業
所
分
会
で
は
、
大
会
前
の
委
員

選
挙
で
立
候
補
用
紙
を
受
け
取
り
に
行
っ
た
と
こ

ろ
、
分
会
長
が
分
会
公
印
を
紛
失
し
て
し
ま
っ
た

と
い
う
こ
と
で
立
候
補
用
紙
の
提
出
に
ス
ト
ッ
プ

が
か
か
っ
た
。
そ
の
後
、
何
の
連
絡
も
な
く
受
け

組
織
で
は
な
い
。

以
上
の
よ
う
に
、
私
た
ち
が
想
像
す
る
『
労
働

組
合
』
と
は
異
質
な
姿
が
、
こ
の
告
発
か
ら
浮
か

び
上
が
っ
て
く
る
。

Ｊ
Ｒ
東
労
組
は
異
常
な
組
織
運
営
や
不
当
な
差

別
を
や
め
、
一
日
も
早
く
外
部
か
ら
異
常
な
目
で

見
ら
れ
る
こ
と
の
な
い
『
普
通
の
労
働
組
合
』
に

変
わ
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

か
つ
て
の
仲
間
ど
う
し
の
醜
い
争
い
に
す
ぎ
な

い
が
、
こ
と
は
Ｊ
Ｒ
の
労
働
組
合
が
関
わ
っ
て
い

る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
ん
な
組
合
に
は
も
う

未
来
は
無
い
。
早
々
に
縁
を
切
り
、
国
鉄
労
働
組

合
に
結
集
し
よ
う
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
猛
獣
王
国
」
の
〇
六
年
八
月

一
〇
日
付
け
に
「
絶
対
に
指
名
さ
れ
な
い
あ
る
大

会
代
議
員
の
告
発
」
が
載
せ
ら
れ
て
い
る
。

曰
く
「
Ｊ
Ｒ
東
労
組
本
部
は
『
中
央
執
行
委
員

会
見
解
』
を
発
し
、『
Ｊ
Ｒ
東
労
組
を
良
く
す
る
会

付
け
を
締
切
り
、
無
投
票
当
選
で
委
員
が
決
ま
っ

た
。

②
　
中
原
電
車
区
分
会
で
は
、
本
部
・
地
本
・
支

部
大
会
の
日
程
や
傍
聴
の
取
り
組
み
の
掲
示
が
な

か
っ
た
。
質
問
す
る
と
『
知
ら
な
く
て
い
い
ん
じ

ゃ
な
い
の
』
と
か
『
協
力
し
な
い
の
に
何
で
傍
聴

す
る
の
』
等
と
組
合
員
を
愚
弄
す
る
発
言
を
し
た
。

③
　
現
在
『
週
刊
現
代
』
で
連
載
さ
れ
て
い
る

『
テ
ロ
リ
ス
ト
に
乗
っ
取
ら
れ
た
Ｊ
Ｒ
東
日
本
の
真

実
』
に
つ
い
て
、『
ま
じ
め
な
労
働
組
合
』
を
潰
す

た
め
の
権
力
か
ら
の
攻
撃
な
の
か
？

真
実
を
見
ず

に
頭
か
ら
マ
ス
コ
ミ
報
道
を
否
定
す
る
の
で
は
な

く
、
誤
り
が
あ
る
な
ら
そ
れ
を
直
視
し
、
正
す
べ

き
所
は
正
し
、
悪
い
こ
と
は
内
部
か
ら
改
革
す
る

べ
き
。
異
論
者
を
排
除
す
る
こ
と
で
総
団
結
が
出

来
る
と
は
決
し
て
思
わ
な
い
。

④
　
〇
四
年
一
二
月
八
日
の
中
原
電
車
区
分
会
大

会
が
不
成
立
に
な
っ
て
以
降
、
な
ぜ
支
部
は
大
会

開
催
の
予
定
す
ら
立
て
な
い
分
会
執
行
部
を
指
導

し
な
い
の
か
。
分
会
会
計
も
役
員
の
使
い
た
い
放

題
。
横
領
疑
惑
も
同
様
。
権
力
か
ら
の
攻
撃
だ
と

言
う
前
に
組
合
員
に
迷
惑
を
か
け
た
こ
と
に
対
し

て
謝
罪
が
あ
る
べ
き
。
組
合
の
主
役
は
組
合
員
。

⑤
　
『
Ｊ
Ｒ
労
働
運
動
研
究
会
』
に
入
っ
て
い
る

人
は
二
重
組
織
の
一
員
だ
。
簡
単
に
言
え
ば
Ｊ
Ｒ

東
労
組
を
裏
か
ら
操
る
た
め
に
存
在
し
て
い
る
組

織
。『
Ｊ
Ｒ
東
労
組
の
運
動
を
も
っ
と
良
く
す
る
た

め
に
強
い
意
思
を
持
っ
た
人
た
ち
が
集
ま
り
活
動

し
て
い
る
か
ら
』
と
い
う
誘
い
か
ら
何
の
疑
問
も

な
く
入
会
し
た
。
当
時
、
Ｊ
Ｒ
東
労
組
の
強
化
・

発
展
に
は
必
要
な
組
織
だ
と
さ
え
思
っ
て
い
た
。

し
か
し
「
越
後
騒
動
レ
ポ
ー
ト
」
な
る
も
の
を
見

た
と
き
に
、「
Ｊ
Ｒ
労
働
運
動
研
究
会
」
の
会
員
か

ら
更
に
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
、
組
合
運
動
と
は
無
縁

な
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
世
界
に
入
れ
る
二
重
〜
三
重

の
組
織
に
な
っ
て
い
た
と
感
じ
た
。
組
織
問
題
の

お
か
げ
で
私
は
脱
会
で
き
た
。
本
部
は
「
サ
ー
ク

ル
だ
」
と
言
っ
て
ご
ま
か
し
て
い
る
。

⑥
　
浦
和
電
車
区
事
件
に
つ
い
て
、
当
初
弁
護
士

に
提
出
し
た
資
料
で
は
、「
労
働
組
合
と
し
て
七
名

の
行
動
は
当
然
で
あ
り
無
罪
で
あ
る
」
と
主
張
し

て
い
た
の
に
、
い
つ
か
ら
「
何
も
や
っ
て
い
な
い
」

と
の
主
張
に
変
わ
っ
た
の
か
？
逮
捕
さ
れ
た
七
名

は
公
安
警
察
が
狙
う
松
崎
明
さ
ん
の
身
代
わ
り
で

あ
り
犠
牲
者
だ
と
い
う
話
も
聞
く
が
、
偽
り
の
な

い
真
の
原
因
と
責
任
を
は
っ
き
り
さ
せ
て
ほ
し
い
。

今
の
Ｊ
Ｒ
東
労
組
は
も
は
や
労
組
組
合
と
言
え
る

野地さんを偲んで
肩につけた喪章

新橋支部Ｂチーム
渡辺選手の宣誓


